
 

注 1）渡りの区分は、「三重県における鳥類分布・生息に関する調査報告書（農林水産部林業事務局緑化推進課、

1987 年 3月）」および「近畿地区・鳥類レッドデータブック-絶滅危惧種判定システムの開発（京都大学学術

出版会、山岸哲監修、江崎保男・和田岳編著、2002 年）」を参考にした。 

留鳥：一年中見ることのできる種  夏鳥：繁殖のために渡来する種 

外来種：人為により外国から移入された種 

注 2）特筆すべき種の選定基準は下記のとおりである。 

天然記念物：「文化財保護法」（1950 年 5月公布・同 8月施行）により地域を定めずに天然記念物に選定されてい

る種および亜種を示す。 

種の保存法：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（1992 年 6月公布・1993 年 4月施行）に

おいて希少野生動植物種に指定されている種および亜種を示す。 

Ⅱ：国際希少野生動植物種 

環境省 RL2012：｢環境省第 4次レッドリスト（2012）(第 4次レッドリストの公表について 環境省報道発表資料 

平成 24年 8月 28日)」に記載されている種および亜種を示す。 

VU：絶滅危惧Ⅱ類 

三重 RL2014：「三重県レッドリスト（2014 年版）」（三重県農林水産部みどり共生推進課）に記載されている種お

よび亜種。（ ）内は指定対象個体群を示す。 

CR：絶滅危惧 IA類：ごく近い将来における絶滅の危険性が極めて高い種 

EN：絶滅危惧 IB類：IA類ほどではないが、近い将来における絶滅の危険性が高い種 

NT：準絶滅危惧：生息条件の変化によっては、「絶滅危惧種」に移行する要素を持つ種 

LC：低懸念：評価の結果、絶滅の懸念は低いと判定された種 

近畿版 RDB：「近畿地区・鳥類レッドデータブック-絶滅危惧種判定システムの開発（京都大学学術出版会、山岸

哲監修、江崎保男・和田岳編著、2002 年）」に記載されている種を示す。（ ）内は指定対象個体群を示す。 

R2：ランク 2、絶滅危惧。絶滅する可能性が大きい。 

R3：ランク 3、準絶滅危惧。絶滅する可能性がある。 

R4：ランク 4、要注目種。何らかの攪乱によって一気に絶滅する可能性がある。あるいは全国・世界レベル

で絶滅の危険性があるとみなされているもの。 
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 図 3.2-2 シロチドリの確認位置 
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 図 3.2-3 コアジサシの確認位置 
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図 3.2-6 ハマシギの確認位置 
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図 3.2-7 チュウシャクシギの確認位置 
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図 3.2-8 オオヨシキリの確認位置 
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